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個別の指導計画の様式例

・現在の実態を詳しく書き込むようになっている＜例１＞
・長期目標や主な指導の場と学期ごとの取り組みを分けて書き込んでいくようになっている｡
・収集した実態を分析し、指導の方向性を検討するようになっている。

担任名（Ｈ ． ． 作成）

氏 名 生年月日 年 月 日 歳 第 学年 組
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（Ａタイプ）

今 年 度 の 目 標(長期目標) 主な指導の場

学
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（ ）学 期 の 取 り 組 み
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（Ｂタイプ）

今 年 度 の 目 標(長期目標) 主な指導の場

学
習
面

生
活
面

社
対会
人性
関・
係

（ ）学 期 の 取 り 組 み

指 導 目 標 具 体 的 手 立 て

学
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・
生
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社
会
性
・
対
人
関
係

指導の評価（変容と課題・手立ての有効性） 来学期の指導の方向性
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題材や単元ごとに１年間にわたって書き込めるようになっている。＜例２＞

作成者（ ・ ・ ） 平成 年度

作成 月 日氏名 性別 学年 担任

①前年度までの ※個別に支援を必要とした学習内容
学習の様子

②実態把握 ・ＰＲＳ
・知能検査（ 実施日 ）

IQ SS
・学力検査（ 実施日 ）

SS SS国語 算数
・国語チェックリスト
・算数 〃

③支援を必要と ※①②の結果を基に
する学習内容

④１年間の指導 ※教科の年間指導計画に照らし合わせて単元ごとの支援の内容を計画する
計画

別紙

⑤指導の実際 ※単元ごとの指導計画参照

別紙

⑥指導に関する
成果と課題

⑦次年度への引
継事項及び課
題

⑧保護者の願い ※面談の結果などから
等
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平成 年度「（教科名）」 年間指導計画 作成者（ ・ ・ ）

作 成 月 日氏名 性別 学年 担任

時 間 場 所 そ の 他 の 指 導 事 項月 題材／単元名 支援 形 態 学習形態 学習内容

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

支援形態 ①担任の配慮で ②複数の教師で ③個別で取り出して ④専門家の協力で

学習形態 ①一斉 ②グループ ③個別 ④コース別

学習内容 ①同じ内容 ②一部別内容 ③別内容

時間 ①時間内 ②時間外

場所 ①通常の学級で ②特別な場を設けて ③通級指導教室を利用して ④校外で
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単元ごとの「個別の指導計画」 教科名「 」

作成者（ ・ ・ ） 平成 年度

作成月 日氏名 性別 学年 担任

１ 単元の取組に当たって

単元名 単元期間 月 日～ 月 日

本単元にお
ける目標

本単元にお 支援方法
いて学習す
る内容

これまでの
学習から予
想される姿

２ 単元の記録

日 学習内容 めあて 支援の方法 学習の様子

３単元を振り返って

本単元で学
習した内容

支援方法に
ついて

単 元を通し
た様子

成果

課題
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・学期ごとの支援の重点と支援体制を書き込むようになっている。＜例３＞
・学期での振り返りでは専門家・保護者の欄も設けている。

・各種の検査結果も詳しく書き込めるようになっている。

作成者（ ・ ・ ） 平成 年度年間の「個別の指導計画」

氏名 性別 学年 担任 作成日

国check

学 習 算check

① その他
前 年 度
までの 日常生活
での 対人関係
気付き

得意なこ
と・好き
なこと

他検査名 実施期日 結 果
機
関ＰＲＳ 言語性 総合非言語性
等
と② 知能検査 ＳＳ ＩＱ
の検査
か結果 学力検査 国語SS 算数ＳＳ
か
わ保護者 学力検査 国語ＳＳ 算数ＳＳ
り

他機関
保WISCⅢ ＶＩＱ ＰＩＱ ＦＩＱ
護
者K-ABC 経次処理 同時処理 認知処理 習得度
の
気備考
付
き

学習
③
支 援 の
方針 日常生活

対人関係

支援の重点 支援体制学期

１
④
ご学 期
の 支 ２と
援計画

３

支援形態 ①担任の配慮で ②複数の教師で ③個別で取り出して
④専門家の協力で

学習形態 ①一斉 ②グループ ③個別 ④コース別

学習内容 ①同じ内容 ②一部別内容 ③別内容

時間 ①時間内 ②時間外

場所 ①通常の学級で ②特別な場を設けて ③通級指導教室を利用して
④校外で
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３ 学期を振り返って

変化がみられたこと 課題となったこと 専門家・ 保護者の意見等

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４ １年間を振り返って

成果がみら
れたこと

次年度への
課題と
引継事項
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作成者（ ・ ・ ） 平成 年度（ ）学期 個別の指導計画

作成月日氏名 性別 学年 担任

１ 重点とする支援の計画

内

容

支

援

体

目 制

あ

て

期 月 日～ 月 日

間

等

２ 指導・支援の経過

日 内 容 目あて 手立て 子どもの様子
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・単元ごとに書き込むようになっている。＜例４＞
・具体的な手立てやその評価をより明確にしている。
・対象児童生徒にとって必要と思われた箇所のみ記入する（全てをうめなくてもよい）。

平成 年度
年 組対象

記載者児童 記載日 年 月 日 ～
(名前) 年 月 日 (全員)生徒

本児の目標 目標設定理由 目標について 具体的な手立て 手立てへの単元名
の評価 評価（本児の実態）

教科 教科
全体 全体

国語 国語

算数 算数
数学 数学

他の 他の
教科 教科

生活 生活
行動 行動
面 面

家庭 家庭
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基本的な配慮・支援と教科での配慮・支援を分けて書き込んでいくようになっている。＜例５＞

対象児 年 組 ( ) 記載日 年 月 日

記載者 チームメンバー

基本的な配慮・支援 (全ての教科で共通すること，あるいは行動面)

実態把握 目標設定 具体的な手立て 結果及び手立ての評価，考察

教科での配慮・支援 (配慮・支援が特に必要な教科)

教科 単元 実態把握 目標設定 具体的な手立て 結果，手立ての評価，考察
領域
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・気付きをていねいに記述するようになっている。＜例６＞
・緊急な課題に対応することも想定している。
・中学生向けの様式になっている。

一学期用
氏名 年 組 担任名
担任より

気
付 保護者より
き

生徒より

現 状 と 課 題 具 体 的 な 対 応・支 援 策
状況 担任

緊
急 背景 学級
な
課
題 家庭
解釈

その他

教科学習の状況（困難の順位をつける） 具体的な対応、補助、配慮、支援策
国語

教
科 数学
で
の
課
題
・ 英語
部
活
・
そ その他の教科
の
他

その他（部活）

現状と課題 具体的な支援内容
人生
間活
関・
係

現状と課題 具体的な助言内容
家
庭




